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学生 母性看護学 見学 1日
【妊娠期の母子のつながり】【出生後の母子 (家族 )のつながり】というカテ
ゴリーが抽出され，前者を構成するサブカテゴリーには [正期産まで母胎
内で十分育まれることの大切さ ]と [妊娠期の看護者の関わりの重要性 ]，
後者のサブカテゴリーには [母子分離状態にある母親の自責の念や我が子
に対する思い ]と [母子分離中の母親や家族への看護者の関わりの重要性 ]
があった．







学生 小児看護学 見学 半日
【家族への援助】【ケア環境】【子どもへの援助】【学生の情動】【生命の誕
生と危機】【多職種連携】の6カテゴリーが抽出された．




2013 量的研究 学生 小児看護学 実施 半日
前年度との比較では，感染予防 (物品の取り扱い )，保育器の取り扱い (使
用中の管理)，全身の観察(チアノーゼ)，モニター (パルスオキシメーター )，










































2006 その他 教員 母性看護学 実習内容に 
より異なる
1日






































































































































































染予防 (物品の取り扱い )，保育器の取り扱い (使
用中の管理)，全身の観察(チアノーゼ)，モニター 
(パルスオキシメーター ) ，排泄 （おむつ交換 ) ,
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